
生活支援員養成研修（日常生活自立支援事業）
※　どなたでも、　特になし、　無料の場合は省略

期間・日時 場所・会場持ち物・服装定員 申込み・応募内容

その他
対象

費用・受講料

社協の情報広場 【申込先・問合先】
社会福祉協議会本所　☎0587-23-6713（平日8：30～17：15）

右表のとおり
市役所東庁舎1階　社会福祉協議会相談室
毎月2組まで
市内在住・在勤のかた
事前予約制です。（先着順）
開催日2か月前の月初日から電話にて受付（ただ
し、土日・祝日の場合は翌日（平日）から受け付け
ます。）
お問い合せ、申し込みは、成年後見センター
（0587-22-5565）まで
・原則、相談はお一人様、年間1回まででお願いします。
・相談には、本センター職員も同席します。
・諸事情により、相談員が変更になる場合があ
　ります。

稲沢市成年後見センター　無料相談会のご案内
成年後見センターでは、成年後見制度などに関するご相談を専門職が無料でお受けします。こ
れから、成年後見制度の利用を検討するかた、また
は既に後見人などに就任しているかたで支援内容
などについて相談したいかたは、ぜひご利用くだ
さい。

3月21日（木）

2月22日（木）

1月25日（木）

12月21日（木）

11月30日（木）

10月26日（木）

社会福祉士

司法書士

行政書士

弁護士

社会福祉士

司法書士

■相談会開催日

〇弁護士・司法書士・行政書士による相談
主に成年後見制度利用に伴う法律関係等
（相続、遺言等含む）に関するご相談
〇社会福祉士による相談
主に成年後見人等が行う身上保護等（生活、
療養看護に関する事務）に関するご相談

開設日 相談員

次回は、「障害者雇用促進法」についてお伝えします。

【連載】

障がい者基幹
相談支援センター

だより

第
40
回
改正障害者差別解消法について

平成28年に施行された「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法
律」を一層推進するため、今までは、主に行政機関に義務付けられていた合理
的配慮の提供を、民間事業者に対しても義務付け、障がいを理由とした差別を
解消するための措置を強化していく内容となっています。（令和6年4月施行）

障害者差別解消法の一部改正は、どんな内容？
質問

回答

質問

回答

【連載】

第38回

「お口のトレーニング」
オーラルフレイル予防（２）

高齢者役立ち
かわら版

合理的配慮の提供は、障がいのある人から「助けてほしい、手
伝ってほしい」と伝えられた時に、提供する側に負担がかかりす
ぎない範囲で手助けをすることです。
具体的事例について、内閣府のホームページから参照すること
ができます。

どんなことに気を付けていけばいい？

加齢によって筋肉が弱ってくると、お口周りの筋肉
や舌の動きが悪くなり、口腔機能の低下に繋がり
ます。

※本会ではノーマライゼーションの理念を推進する観点から広報紙面などにおける「障害」の表記を、「障がい」と一部ひらがな表記に努めています。
※ノーマライゼーションの理念とは、デンマークにおける知的障がい者の親の運動から広がった考え方で、障がいのある人もない人も、みんなが安心して生活を
おくることのできる地域社会を築くことをめざすものです。

次回は、「オーラルフレイル予防（３）」について紹介します。

障がいのあるかたの差別に関する相談窓口は、市役所福祉課（障害福祉グループ）☎0587-32 -1281 
FAX0587-32-1219と、障がい者基幹相談支援センター ☎0587-23-6713 FAX0587-33-4666に設置さ
れています。

社会福祉協議会では、認知症高齢者や、知的・精神障がいのあるかたの生活をお手伝いする、
「日常生活自立支援事業」を行っています。今回は、一緒に活動していただく生活支援員を募集し
ます。興味・関心があるかたは、お問い合わせください。

＜生活支援員の活動内容＞
●金融機関で利用者の生活費などを払い戻し、利用者のもとへ届けます。
●本人の困り事や悩み事などを聞きます。
●本人の代わりに、公共料金や病院への支払いを行います。
●社会福祉協議会へ活動を報告します。　※専門員が活動をサポートします

1日目：12月7日（木）13：30～16：00　2日目：12月14日（木）13：30～16：00
市役所東庁舎1階　第8会議室
次の条件をすべて満たすかた
・市内在住で令和6年3月31日時点で30歳以上65歳未満のかた
・本研修（2日間）をすべて受講できるかた
・最低月1回、平日に1～2時間程度活動できるかた
・自家用車を使用して活動が可能なかた
・高齢者、障がい者に対する福祉活動に関心のあるかた
10名（定員を超えた場合は抽選）※最小催行人数2名
講義、演習（対象者の理解、コミュニケーション方法などについて学びます）
10月31日（火）まで、成年後見センター（0587-22-5565）にて受付

①13：00～、②14：15～（相談時間1時間程度）

一日３０セットを目安に毎日続けます。声は出しても出さなくてもかまいません。
入浴時にやるのがおすすめです。しゃべるときより口をしっかり、大きく動かす必要がありますが、無理はしないようにしましょう。

【あいうべ体操】

日頃からお口周りの筋力を維持・向上させるトレーニングを行なうことで、唾液がよく出るようになり、食べ物も飲み
込みやすくなる効果があります。
今回は、そんなトレーニング方法の一つをお伝えします。

「あー」 「いー」 「うー」 「べー」

舌を突き出して下に伸ばす口を強く前に突き出す口を大きく横に広げる口を大きく開く

詳しくは
こちらから
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